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2020 年 4月 1 日～2025 年3月31日の間に

岡山ドクタ ーヘリ要請があった患者さんへ

一「日本航空医療学会ドクタ ーヘリ全国症例議録システム（JSAS閉めへの登録・調査・分析

に関する研究」へのご協力のお顕いー

本研究の内容は、 研究に参加される方の権利を守るため、 研究を実施することの適否について川崎医科大

学・同附属病院倫理委員会にて審査され、 既に審議を受け、 承認を得ています。また、 学長と病院長の許可

を得ています。

研究責任者 川崎医科大学 救急亙学 特任教授 椎野 泰和

研究分担者J 11崎医科大学 救急医学 講師 高橋 治郎

川崎医科大学 救急医学 臨床助教 稲吉 祐樹

1. 研究の概要

ドクターへリが要請された全症例を把握し、 搬送方法、 救急車の搬送に要した時間、 ドクターへリの

飛行、 患者さんの重症度や診断名、 患者さんの転帰に関する検討・フィ ードパックをすることでドクター

へリの品質の管理を行うためです。

2. 研究の方法

1）研寛対象者

2020年4月 1日～2025年3月31日の聞に消防機関または医療機関から岡山ドクターヘリ要請があった

方を研究対象とします。

2）研究期間

倫理委員会承認日～2026年3月31日

3）研究方法

2020年4月1日～2025年3月31自の開に消防機関または医療機関から岡山ドクターヘリ要請があった

方で、研究者が診療情報をもとに搬送に関わる時間、患者さんの状態、治療内容、診断名のデータを選び、

ドクターへリの活動全体を把握し、 解析いたします。

4）使用する情報の種類

情報：年齢、 性別、ドクターヘリ要請不応需、 搬送に関わる待問、 各時点、での血圧、脈拍、 意識などの

患者さんの状態、 診断、 治療内容等

5）外部への情報の提供

この研究に使用する情報は、 以下の共同研究機関に提供させていただきます。提供の際、 氏名、生年月

日などのあなたを直ちに特定できる情報は削除し、 提供させていただきます。

日本航空医療学会

東海大学医学部外科学系救命救急医学

6）情報の保存及び二次利用
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この研究に使用した情報は、 研究終了後3年間、川崎医科大学救急医学教室内で保存させていただきま

す。電子情報の場合はパスワ ー ド等で制御されたコンピュ ー ターに保存し、その他の情報は施錠可能な保

管庫に保存します。 なお、 保存した情報を用いて新たな研究を行う際は、 倫理委員会にて承認を得ます。

7）研究計画書および個人情報の開示

あなたのご希望があれば、 個人情報の保護や研究の独創性の確保に支障がない範囲内で、 この研究計画

の資料等を閲覧または入手することができますので、 お申し出ください。

また、 この研究における個人情報の開示は、 あなたが希望される場合にのみ行います。 あなたの同意に

より、 ご家族等（父母（親権者）、 配偶者、 成人の子又は兄弟姉妹等、 後見人、 保佐人）を交えてお知ら

せすることもできます。内容についておわかりになりにくい点がありましたら、遠慮、なく担当者にお尋ね

ください。

この研究は氏名、 生年月日などのあなたを直ちに特定できるデー タをわからない形にして、学会や論文

で発表しますので、 ご了解ください。

この研究にご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 また、 あなたの情報が研究

に使用されることについて、あなたもしくは代理人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませ

んので、2025年6月30日までに下記の連絡先までお申し出ください。 この場合も診療 など病院サ ー ビス

において患者さんに不利益が生じることはありません。

＜問い合わせ・連絡先＞

川崎医科大学附属病院 救急科

氏名：椎野 泰和

電話：086-462-1111 内線25511 （平日：9時00分～16時00分）

ファックス：086-464-1044

E mail : shiino伽1ed. kawasaki m. ac. jp

＜研究組織＞

研究代表機関名 日本航空医療学会、 東海大学

研究代表責任者 日本航空医療学会 理事長 猪口貞樹

東海大学医学部外科学系救命救急医学 教授 中川 儀英

共同研究機関

都道府県 参加施設（ドクタ ーヘリ基地病院） 主義録責任者

北海道 旭川赤十字病院 小林 巌

北海道 医療法人渓仁会手稲渓仁会病院 奈良 理

北海道 市立釧路総合病院 其田 一

北海道 市立函館病院 武山佳洋

青森県 青森県立中央病院 花田 裕之

青森県 八戸市立市民病院 今 明秀

秋田県 秋田赤十字病院 藤田 康雄

岩手県 岩手医科大学附属病院 井上 義博

山形県 山形県立中央病院 森野 一真



福島県 福島県立医科大学附属病院

宮城県 仙台医療センタ ー

宮城県 東北大学病院

新潟県 新潟大学医歯学総合病院

新潟県 長岡赤十字病院

群馬県 前橋赤十字病院

栃木県 濁協医科大学病院

茨城県 水戸済生会総合病院

茨城県 独）国立病院機構水戸医療センタ ー

埼玉県 埼玉医科大学総合医療センタ ー

千葉県 君津中央病院

千葉県 日本医科大学千葉北総病院

神奈川県 東海大学医学部付属病院

山梨県 山梨県立中央病院

静岡県 JI買天堂大学芭学部附属静岡病院

静岡県 総合病院聖隷三方原病院

長野県 J A長野厚生連佐久総合病院

長野県 信州大学医学部附属病院

岐阜県 岐阜大学医学部附属病院

愛知県 愛知医科大学病続

三重県 伊勢赤十字病院

三重県 三重大学医学部附属病院

富山県 富山県立中央病院

石川県 石川県立中央病院

滋賀県 済生会話ま賀県病院

大阪府 大阪大学医学部附属病院

兵庫県 公立豊岡病院組合豊岡病院

兵庫県 製鉄記念広畑病院

兵庫県 兵庫県立加古川亙療センタ ー

和歌山県 和歌山県立医科大学附属病院

奈良県 南奈良総合医療センタ ー

徳島県 徳島県立中央病院

高知県 高知医療センタ ー

岡山県 川崎医科大学術属病院

山口県 山口大学医学部附属病院

広島県 広島大学病院

島根県 島根県立中央病院

鳥取県 鳥取大学医学部附属病院

福岡県 久留米大学病院

長崎県 独）国立病院機構長崎医療センタ ー

伊関憲
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山田 康雄

久志本 成樹

遠藤 裕

江部克也

中村 光伸

小野 一之

村岡 麻樹

安田 貢

中村 元洋

北村 伸哉

松本 尚

中川 儀英

岩瀬 史明

柳川 洋一

早川 達也

岡田 邦彦

今村 浩

小倉 真治

武山 直志

説田 守道

今井 寛

松井 恒太郎

明星 康裕

塩見直人

嶋津 岳士

小林 誠人

高冊諒

当麻 美樹

加藤 正哉

植山 徹

三村 誠二

西国 武司

荻野 隆光

鶴田 良介

志馬 伸朗

山森 祐治

本間 正人

高須修

中道 親昭



佐賀県 佐賀県医療センタ ー好生館

佐賀県 佐賀大学医学部F付属病院

熊本県 熊本赤十字病院

大分県 大分大学医学部附属病院

宮崎県 宮崎大学医学部附属病院

鹿児島県 鹿児島県立大島病院

鹿児島県 鹿児島市立病院

沖縄県 社会医療法人仁愛会浦添総合病院

3. 資金と利益相反
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吉富 有哉

阪本 雄一郎

奥本 克己

坂本 照夫

落合 秀信

原純

吉原 秀明

米盛 輝武

この研究に関する資金は日本航空医療学会が負担し、 このうち一部は厚生労働省委託事業「ドクター

ヘリ症例データ収集調査分析事業」より充当されますが、当院には資金の受入及び使用はありません。

当院の中で使用する費用は、 学内研究費を用いて行われる予定です。

研究をするために必要な資金をスポンサー （製薬会社等）から提供してもらうことにより、 その結果

の判断に利害が発生し、 結果の判断にひずみが起こりかねない状態を利益相反状態といいます。

本研究に関する利益相反の有無および
、

内容について、 川崎医科大学利益相反委員会に申告し、 適正に

管理されています。


